
ワラビ畑を守ってます ！
コロちゃん（メス・柴・３歳）
飼い主：川村 政言さん

吾川支所
管内吾川

より

吾北支所管内より

　助けあい組織「にこにこ会」日高支部でデイ
サービスを立ち上げた美佐子さん。JAがヘル
パーの研修会を開いたのがきっかけで、22年間
続けています。毎月村内の15カ所を巡っていて、
100人ぐらい利用してくれます。
　「予防事業で元気なおばあちゃん、おじいちゃ
んが来てくれる。いろんな話をして、身内みたい。
一緒に楽しんでいます」と笑顔。「コロナ禍でも
楽しいから来てくれる。少しでも長く続けたい」と
話してくれました。

「楽しいから来てくれる」場を
続けたい
野村 美佐子さん（70歳）
の　むら　み　 さ　こ

かわ むら　せい ゆき

「蓮池の太刀踊」の後継者たち
濵田 祐宏さん（58歳）
　　 瑞葵ちゃん（12歳）
武政 汰虎くん（９歳）
　　 愛虎くん（６歳）

　昭和40年に県の保護無形民俗文化財に指
定された「蓮池の太刀踊」。濵田祐宏さんは、
この祭りの継承を支えている一人です。子ども
たちの踊りの指導や楽器、歌の担い手でもあり
ます。
　濵田さんの孫たちも、もちろん継承者 ！  瑞
葵ちゃんは「お父さんもやりゆうき」と自然な感
じで始めました。女の子で太刀踊りをするのは
瑞葵ちゃんが初めてです。
　「踊りがしっかりできだしたら、模造刀から真
剣に変わるきね ！ 」と“じいじ”から激励が飛
びました♪

はま　だ　ゆう　こう

たけ まさ　たい　が

みず　き

あい　が

　「こまいときから、もやくっちゅうき～」と話し
てくれた川村さん。コロちゃんは小さい頃から人
馴れするように、とってもとってもかわいがって
育てました。そのおかげで、人見知りせず、とっ
ても愛嬌のいい女の子に成長 ！
　川村さんは山でお茶やワラビを栽培していま
す。コロちゃんを連れて行くとイノシシ除けにな
るそう。「迷子にならんよう、長い紐つけちゅう」
と話してくれました。

　隆博さんはみんなで楽しいことをするのが大好
き ！  大人数でキャンプをしたり、道の駅633美の
里がオープンしたときは、家族みんなでアイスクリ
ンを販売したり。そして、孫の「琴ちゃんの遊び
場を作りたい」という思いからツリーハウスも手作
りしました ！  
　そんな隆博さんを支えるのは友子さん。「言い
出したら聞かない。あきらめるしかない（笑）」と笑
顔。家族の楽しい思い出がいっぱいの川村ファミ
リーです ！  

楽しいこと大好き♪
川村ファミリー
川村 隆博さん（71歳）
　　 友子さん（67歳）
　　 琴ちゃん（９歳）

かわ むら　たか ひろ

とも　こ

こと

土佐市支所
管内より

日高支所管内より

昨年の太刀踊の様子。
毎年11月３日、土佐市の

西宮八幡宮で行われています。
見に来てね ！

春先には軒下に、
シザンサスの花が咲き誇ります。
利用者さんとお花見をするのが

毎年の恒例です。

ツリーハウスは2016年に着工。
樹齢150年以上のムクノキに作りました ！  

今では琴ちゃんが店長になって、
週末カフェ「perch」を営業中 ！  

営業日はインスタグラム@treecafe_perchを
チェックしてね ！  

※

※　「子犬の時から、いっぱいさわって、もみくちゃにして、
　　 人に馴れるように育てたから」という意味



販売営農

営農 営農

　

夏
秋
ト
マ
ト
「
ぴ
ゅ
あ
ト
マ
ト
」

は
５
月
下
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、

12
月
中
旬
ま
で
出
荷
が
続
き
ま
す
。

暑
さ
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
寒
暖
差
が
出

て
く
る
、
９
月
下
旬
以
降
は
甘
さ
が

乗
り
、
酸
味
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙

な
、
ト
マ
ト
本
来
の
味
わ
い
を
堪
能

で
き
ま
す
。

　
「
ぴ
ゅ
あ
ト
マ
ト
」
は
仁
淀
川
夏

秋
ト
マ
ト
生
産
部
会
の
ブ
ラ
ン
ド
ト

マ
ト
で
す
。
気
温
の
高
い
夏
秋
に
高

糖
度
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
た
め
に
、

日
照
量
が
確
保
で
き
、
昼
夜
の
寒
暖

差
が
あ
る
標
高
５
０
０
〜
１
０
０
０

㍍
の
高
地
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

仁
淀
川
町
下
名
野
川
地
区
で
、
標

高
約
１
０
０
０
㍍
の
27
㌃
の
ハ
ウ
ス

で
栽
培
す
る
藤
野
格
昭
部
会
長
は

「
温
度
と
の
闘
い
で
糖
度
を
保
つ
の
が

大
変
。
希
少
な
夏
の
高
糖
度
ト
マ
ト

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
部
会
の
ト
マ
ト
は
、
日
高
支
所

の
ト
マ
ト
選
果
場
の
光
セ
ン
サ
ー
を

備
え
た
選
果
機
で
、
糖
度
８
度
以
上

を
選
別
し
出
荷
さ
れ
ま
す
。
今
期

は
、
45
㌧
の
ト
マ
ト
を
主
に
関
西
へ

出
荷
す
る
計
画
で
す
。

「水晶文旦」甘さ上々
果実分析を実施

　

土
佐
茶
振
興
協
議
会
は
７
月
29
日
、

仁
淀
川
町
で
第
58
回
高
知
県
茶
品
評
会

審
査
会
を
開
き
、
煎
茶
40
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
の
知
事
賞
に
池

川
茶
業
研
究
会
池
川
茶
業
組
合
を
選
び

ま
し
た
。

　

審
査
長
を
務
め
た
県
茶
業
試
験
場
の

岡
村
裕
一
場
長
は
「
上
位
の
も
の
は
、

よ
く
も
み
込
ま
れ
、
秀
品
が
揃
っ
て
い

た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
管
内

入
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。
池
川
茶

業
研
究
会
池
川
茶
業
組
合
・
山
中
忠
一

▽
佐
川
支
所
茶
生
産
部
会
佐
川
茶
工
場

▽
沢
渡
茶
生
産
組
合
太
田
会
▽
池
川
茶

業
研
究
会
池
川
茶
業
組
合
・
竹
村
祐
人

　

土
佐
市
施
設
果
樹
部
会
は
８
月
16

日
、
土
佐
市
で
「
水
晶
文
旦
」
の
品

質
を
把
握
す
る
た
め
の
果
実
分
析
を

行
い
ま
し
た
。
結
果
は
生
産
者
に
知

ら
せ
、
収
穫
時
期
の
判
断
に
生
か
し

ま
す
。

　

と
さ
し
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
舛

屋
公
貴
営
農
指
導
員
は
「
す
で
に
甘

さ
が
乗
っ
て
き
て
い
る
果
実
も
あ
っ

た
。
お
い
し
い
『
水
晶
文
旦
』
を
消

費
者
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
生
産
者

と
一
体
と
な
り
努
力
し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

果
実
分
析
は
例
年
７
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
３
回
ほ
ど
行
わ
れ
ま
す
。

　

日
高
オ
ク
ラ
部
会
に
は
15
人
が

所
属
し
ハ
ウ
ス
と
露
地
を
合
わ
せ

て
約
１
㌶
で
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

部
会
は
６
月
５
日
か
ら
出
荷
を

始
め
、
10
月
中
旬
ま
で
収
穫
し
ま

す
。
今
期
の
８
月
は
例
年
に
比
べ

天
候
が
安
定
し
、
台
風
の
影
響
も

少
な
か
っ
た
た
め
、
生
育
状
態
が

よ
く
収
量
も
多
い
傾
向
で
す
。

　

森
沢
浩
彦
部
会
長
は
「
山
谷
な

く
収
穫
が
で
き
た
。
高
温
で
、
雨

が
降
ら
な
い
分
、
定
期
的
に
た
っ

ぷ
り
と
水
や
り
す
る
よ
う
心
掛
け

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

夏の好天かん水に注力
日高オクラ部会

　

土
佐
市
ハ
ウ
ス
新
生
姜
部
会
は
８

月
16
日
、
土
佐
市
で
令
和
４
園
芸
年

度
総
会
を
開
き
、
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
職

員
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
令
和
４
園
芸
年
度
の
事

業
報
告
の
他
、
５
園
芸
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
を
決
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
場
や
バ
イ
ヤ
ー
と
情
報
交
換
の
場

を
設
け
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
販
路
拡
大
や

作
業
性
向
上
の
た
め
の
意
見
交
換
を

行
い
た
い
と
意
見
が
で
ま
し
た
。

　

横
山
忠
彦
部
会
長
は
「
シ
ョ
ウ
ガ

を
取
り
巻
く
環
境
は
き
び
し
い
。
前

を
向
き
、
い
い
方
向
に
進
む
よ
う
に

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

分析を行うＪＡ職員ら

８月に好天続き食味良好
土佐岩戸米営農組合

茶の香気を確かめる審査員

池川茶業組合が栄冠
県茶品評会審査会

販売力向上に注力
土佐市ハウス新生姜部会

総会の様子オクラの出荷作業の様子

出荷作業に励む作業員

　

土
佐
岩
戸
米
営
農
組
合
は
８
月
17

日
、
２
０
２
２
年
産
の
初
出
荷
を
行

い
ま
し
た
。
土
佐
市
の
波
介
集
出
荷

場
に
１
０
６
８
袋
（
１
袋
30
㌔
）
を

13
人
が
出
荷
。
検
査
員
の
資
格
を
持

つ
Ｊ
Ａ
職
員
が
米
の
水
分
量
や
未
成

熟
粒
、
カ
メ
ム
シ
の
被
害
粒
な
ど
を

入
念
に
検
査
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
野
村
学
さ
ん
は
「
収
穫

時
期
に
天
候
が
安
定
し
て
い
た
。
米

作
り
を
本
格
的
に
始
め
て
６
年
経
つ

が
、
初
め
て
適
期
に
刈
取
り
が
で
き

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
副
組

合
長
の
野
村
和
仁
さ
ん
は
「
味
は
収

穫
期
の
天
候
に
左
右
さ
れ
る
。
８
月

は
好
天
が
続
き
、
良
い
味
の
米
が
収

穫
で
き
た
と
思
う
」
と
太
鼓
判
を
押

し
ま
し
た
。

　

好
天
が
続
き
、
高
温
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
平
年
並
み
の
品
質

で
推
移
。
と
さ
し
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
の
藤
本
大
臣
営
農
販
売
課
長
は

「
米
の
販
売
状
況
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
が
、
生
産
者
の
努
力
で
高
品
質

で
美
味
し
い
新
米
が
出
荷
で
き
る
。

『
土
佐
岩
戸
米
』
を
知
っ
て
も
ら
い
、

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。品質を確認する検査員

仁淀川地区版

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

営農

秋深まり甘味増す
「ぴゅあトマト」

営農



仁淀川地区版

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園鳥獣被害対策専門員

上地　和久

ためしてみ
て！！

イチオシ商
品

＜作り方＞
① さつまいもは、太めの拍子木切りにし、水にさらす。
② レンジや蒸し器などでさつまいもに火を通す。
③ ❷の余熱がとれたら豚肉で巻く。

④ ❸に小麦粉を軽くまぶし、フライ
パンで焼く。

⑤ 豚肉に火が通ったら、【タレ】を
入れて煮からめる。

さつまいもの
豚肉巻き

Aコープ・直販店で取扱中 ！
（店舗によっては取り扱っていない場合も

ございます。ご了承ください）

春
野
・
土
佐
市
地
区

鳥獣被害対策専門員
真辺　忠志

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員

上
地　

和
久

携
帯
電
話
：

０
９
０‐３
１
８
９‐０
３
７
３ 

コ
ス
モ
ス
地
区

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員

真
辺　

忠
志

電
話
：
０
８
８
９‐２
２‐７
８
２
３

（
コ
ス
モ
ス
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
）

※
鳥
獣
害
対
策
は
Ｊ
Ａ
の
地
区
分
け
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
日
本
に
も
と
も
と
い
な
か
っ
た

動
物
で
す
が
、
生
息
域
は
ほ
ぼ
全
国
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
夜
間
に
活
動
し
優
れ
た
運
動
能
力

に
よ
り
様
々
な
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与
え

ま
す
。

　

昼
間
は
建
物
の
天
井
裏
や
樹
洞
、
伐
採
木
の

下
な
ど
で
休
息
し
て
い
ま
す
。
１
匹
が
複
数
の

休
息
場
所
を
持
っ
て
い
て
、
季
節
や
餌
に
よ
っ
て

利
用
場
所
を
転
々
と
し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い

ま
す
。

　

繁
殖
は
年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
タ
ヌ
キ
や

キ
ツ
ネ
な
ど
の
よ
う
な
特
定
の
繁
殖
時
期
は
あ

り
ま
せ
ん
。
出
産
場
所
と
子
育
て
は
休
息
場
と

し
て
利
用
し
て
い
る
建
物
内
を
好
み
、
出
産
数

は
１
〜
４
匹
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
登
る
能
力
に
優
れ
、
垂
直
な

雨
樋
な
ど
の
爪
が
か
か
ら
な
い
も
の
で
も
、
足

裏
の
肉
球
を
巧
み
に
利
用
し
、
左
右
の
足
で
挟

み
な
が
ら
登
る
と
い
う
独
特
の
能
力
を
持
っ
て
い

ハ
ウ
ス
の

し
し
と
う
の

管
理
に
つ
い
て

（
整
枝
・
誘
引
）

　

垣
根
仕
立
て
の
場
合
、
主
枝
は
畝
上
1.0

〜
1.1
ｍ
に
な
れ
ば
摘
芯
ま
た
は
捻
枝
を
し
ま

す
。
そ
の
後
発
生
し
た
側
枝
も
４
〜
５
節
で

摘
芯
し
ま
し
ょ
う
。
12
月
下
旬
頃
ま
で
に
は

第
一
分
枝
以
下
の
側
枝
（
わ
き
芽
）、
ふ
と
こ

ろ
枝
を
整
理
し
通
風
・
採
光
を
は
か
り
ま

す
。
側
枝
は
ね
か
せ
る
か
、
草
勢
が
強
い
場

合
は
４
〜
５
節
で
摘
芯
し
ま
し
ょ
う
。

（
か
ん
水
）

　

収
穫
量
、
天
候
、
土
壌
条
件
に
よ
り
２
〜

３
日
に
１
回
を
目
安
に
行
い
ま
す
。
12
月
に

な
る
と
３
〜
４
日
に
１
回
を
目
安
に
天
候
、

着
果
量
を
考
慮
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

ハ
ク
ビ
シ
ン
の
生
態
と

被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥獣被害についての
お問い合わせ

営農指導員
松田　祐徳

　

ダ
イ
コ
ン
の
葉
は
、
漬
け
物
、
ご
ま

あ
え
、
炒
め
物
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

す
。
間
引
き
し
た
葉
も
利
用
で
き
ま
す

が
、
葉
を
食
べ
る
こ
と
を
目
的
に
栽
培

を
し
ま
す
。

﹇
栽
培
時
期
﹈
ダ
イ
コ
ン
の
生
育
適
温

は
20
度
く
ら
い
で
、
秋
ま
き
（
９
月
）

が
最
も
作
り
や
す
い
季
節
で
す
。
し

か
し
、
葉
ダ
イ
コ
ン
は
生
育
期
間
が

短
い
の
で
、
冬
の
11
〜
２
月
ま
き
を

除
く
と
、
い
つ
で
も
種
ま
き
が
で
き
、

１
、
２
カ
月
で
収
穫
と
な
り
ま
す
。

﹇
品
種
﹈
ダ
イ
コ
ン
の
品
種
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
葉
の
品
質
が
良
く
、

表
面
に
毛
が
少
な
く
、
柔
ら
か
い
品

種
が
葉
ダ
イ
コ
ン
に
適
し
て
い
ま
す
。

専
用
品
種
に
は
「
葉
大
臣
」（
サ
カ

タ
の
タ
ネ
）、「
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
」（
タ

キ
イ
種
苗
）、「
美
菜
」（
ヴ
ィ
ル
モ
ラ

ン
み
か
ど
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

青
首
ダ
イ
コ
ン
の
各
品

種
や
地
方
品
種
の
「
方

領
」「
亀
戸
」
も
葉
ダ

イ
コ
ン
に
使
え
ま
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈
種
ま
き
の

２
週
間
前
ま
で
に
１
平

方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
２
０
０
ｇ
を

ま
き
、
よ
く
耕
し
酸
度
を
矯
正
し
て

お
き
ま
す
。
１
週
間
前
ま
で
に
化
成

肥
料
（
N
P
K
各
成
分
10
％
）
１
０

０ｇ
程
度
と
堆
肥
１
㎏
を
施
し
、
土

と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
（
図
１
）。

そ
の
後
、
幅
90
㎝
の
栽
培
床
を
作
り

ま
す
。

﹇
種
ま
き
﹈
栽
培
床
の
長
辺
方
向
と
直

角
に
、
20
㎝
間
隔
に
約
１㎝
の
厚
さ
の

板
を
使
っ
て
、
土
を
押
し
て
ま
き
溝

を
作
り
ま
す
（
図
２
）。
こ
こ
に
１
、

２
㎝
間
隔
に
種
を
ま
き
、
種
が
隠
れ

る
程
度
に
薄
く
土
を
か
け
ま
す
。
発

芽
ま
で
十
分
に
灌
水
（
か
ん
す
い
）

し
ま
す
。
種
ま
き
後
は
、
不
織
布
の

べ
た
が
け
を
し
て
、
幼
苗
を
保
護
す

る
と
良
い
で
し
ょ
う
（
図
３
）。

﹇
間
引
き
﹈
発
芽
後
３
回
に
分
け
て
間

引
き
ま
す
。
１
回
目
は
本
葉
が
開
く

頃
、
株
間
が
１
㎝
程
度
と
な
る
よ
う

に
成
長
の
遅
れ
た
株
、
密
に
な
っ
て
い

る
株
を
抜
き
取
り
ま
す
。
２
回
目
は

本
葉
３
枚
の
頃
、
株
間
を
３
㎝
程
度

に
し
ま
す
。
３
回
目
に
最
終
株
間
を

５
、
６㎝
に
間
引
き
ま
す
（
図
４
）。

﹇
灌
水
﹈
畑
が
極
端
に
乾
い
て
い
た
ら
、

水
を
株
元
に
た
っ
ぷ
り
与
え
ま
し
ょ
う
。

﹇
害
虫
防
除
﹈
小
さ
い
葉
の
食
害
は
後

に
な
っ
て
目
立
っ
て
き
ま
す
の
で
、

種
ま
き
後
す
ぐ
に
、
不
織
布
の
べ
た

が
け
、
ま
た
は
網
目
の
細
か
い
防
虫

ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ
ル
状
に
被
覆
し
て

害
虫
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
す
。
農
薬

で
は
、
ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
に
は

B
T
剤
（
ト
ア
ロ
ー
水
和
剤
C
T

な
ど
）
で
防
除
し
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈
草
丈
が
20
〜
25
㎝
に
な
っ
た

ら
、
根
を
付
け
て
抜
き
取
り
ま
す

（
図
５
）。

葉
ダ
イ
コ
ン

防
虫
ネ
ッ
ト
で
虫
害
を
回
避園

芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

＜材料＞ （４人分）
・さつまいも…100ｇ
・豚肩ロース…４枚
・小麦粉…少々
・油…大さじ１

※

関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
も
優
れ
、
１

㎜
以
下
の
細
い
針
金
や
た
る
ん
だ
ロ
ー
プ
の
上

も
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
の
食
べ
物
と
し
て
は
果
実
や
甘

い
農
作
物
を
好
む
傾
向
が
強
く
、
特
に
ブ
ド

ウ
を
好
み
、
棚
の
上
か
ら
ぶ
ら
下
が
っ
て
袋
を

噛
み
破
り
、
一
粒
ず
つ
食
べ
て
皮
を
吐
き
出
し

ま
す
。

　

専
門
員
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
食
害
を
防
止
す
る

効
果
的
な
対
策
と
し
て
電
気
柵
の
設
置
を
お

勧
め
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
な
ど
へ

の
進
入
路
を
特
定

す
る
た
め
、
台
数
に

限
り
は
あ
り
ま
す

が
、
自
動
カ
メ
ラ
も

設
置
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エーコープ
ほめられ酢 300ml・1000ml

【タレ】
・エーコープほめられ酢…大さじ１
・醤油…大さじ１/２

（
追
肥
）

　

１
回
に
窒
素
成
分
量
で
0.7
㎏
/
10
ａ
を
７

日
毎
程
度
に
液
肥
と
し
て
施
用
し
ま
す
。
置

き
肥
え
の
場
合
は
１
回
の
窒
素
成
分
量
で
2.0

〜
2.5
㎏
/
10
ａ
ま
で
と
し
ガ
ス
害
を
出
さ
な

い
よ
う
施
用
量
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
温
度
管
理
）

　

午
前
中
は
26
〜
28
℃
、
午
後
は
24
〜
25
℃
、

夜
間
は
20
〜
22
℃
に
管
理
す
る
。
な
お
加
温

機
・
保
温
資
材
の
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ボリュームたっぷりで美味しい！
佐賀県フレミズの考案レシピです。
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自
分
の
名
前
で
出
し
た
く
て
ば
ぁ
ば
に
書
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。
17
ペ
ー
ジ
の
チ
ク
カ
ツ
が
、
子
ど
も
が
い

ろ
ん
な
事
や
っ
て
て
楽
し
そ
う
で
し
た
。
や
り
た
い

で
す
。
子
ど
も
が
や
っ
て
る
の
を
ま
た
載
せ
て
く
だ

さ
い
ね
。（

土
佐
市
支
所
管
内
・
Y
さ
ん
５
歳
） 

幼
い
頃
我
が
家
は
大
家
族
で
お
茶
も
自
家
製
で
新
茶

の
頃
に
な
る
と
庭
先
で
は
大
釜
で
炒
り
広
げ
手
も
み

し
、
手
の
ひ
ら
は
出
来
た
ば
か
り
の
新
茶
の
香
り
で

包
ま
れ
て
、
幸
せ
な
ひ
と
時
で
し
た
。
懐
か
し
く
拝

見
し
ま
し
た
。
自
分
で
作
っ
た
お
茶
は
格
別
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。（佐

川
支
所
管
内
・
H
さ
ん
72
歳
） 

親
子
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
楽
し
そ
う
！！  

近
く
で
こ
の
よ

う
な
企
画
を
し
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
佐
川
支
所
管
内
・
Y
さ
ん
９
歳
） 

健
康
に
長
生
き
す
る
た
め
に
も
フ
レ
イ
ル
予
防
が
大

切
で
す
ね
。
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ
か
り
と
っ
て
毎
日
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
伊
野
支
所
管
内
・
H
さ
ん
66
歳
） 

▼
と
っ
て
も
お
若
い
読
者
か
ら
お
た
よ
り
が
届
き
ま
し

た
。
８
月
号
だ
っ
た
か
ら
か
な
？  
機
会
が
あ
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
ね
〜
♪  

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

▼
親
子
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
で
手
も
み
茶
を
作
っ
て
い
る

と
き
も
、
と
っ
て
も
い
い
匂
い
が
し
て
ま
し
た
♪  

そ

し
て
子
ど
も
た
ち
は
、
手
が
緑
色
に
な
っ
て
面
白
が
っ

て
い
ま
し
た
よ
（^^）  

H
さ
ん
の
手
も
、
緑
色
に
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
子
ど
も
た
ち
に
は
ほ
う
じ
茶
が

人
気
で
し
た
。
匂
い
が
麦
茶
に
近
い
か
ら
で
し
ょ
う

か
？  

近
年
は
お
茶
に
含
ま
れ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
を
気
に

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
水
出
し
茶
に
す

る
と
、
カ
フ
ェ
イ
ン
の
溶
出
は
低
減
さ
れ
ま
す
よ
！

▼
要
介
護
状
態
に
な
る
前
に
、
い
か
に
気
づ
い
て
対

策
を
す
る
か
が
大
切
で
す
ね
（^^）  

運
動
が
苦
手
な
方

で
も
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
必
要
な
運
動
は
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
ね
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
軽
い
運
動
を

ち
ょ
っ
と
で
も
す
る
と
、
意
外
と
元
気
が
で
た
り
、

前
向
き
に
な
り
ま
す
よ
。
美
味
し
い
も
の
を
美
味
し

く
食
べ
て
、
元
気
に
健
康
長
寿
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う

〜
♪  

高
野
豆
腐
が
苦
手
な
方
は
、
粉
末
の
高
野
豆

腐
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
ね
！  

お
好
み
焼
き
や
ハ
ン

バ
ー
グ
な
ど
に
混
ぜ
て
使
う
と
よ
い
そ
う
で
す
よ
。

フ
レ
イ
ル
で
は
な
い
け
れ
ど
、
疲
れ
や
す
く
て
何
を

す
る
の
も
面
倒
だ
。
は
〜
あ
。

（
斗
賀
野
支
所
管
内
・
I
さ
ん
58
歳
）

高
野
豆
腐
と
ゴ
ー
ヤ
の
チ
ヂ
ミ
。
血
圧
の
こ
と
が
気

に
な
る
自
分
に
は
油
も
あ
ま
り
多
く
な
い
し
い
い
と
思

い
ま
す
。一度
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
土
佐
市
支
所
管
内
・
N
さ
ん
82
歳
）

高
野
豆
腐
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
の
で
す
が
、
健

康
長
寿
の
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
今

月
号
（
８
月
号
）
で
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
意
識
し
て
高
野
豆
腐
を
食
べ
る
よ
う
に
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

（
伊
野
支
所
管
内
・
M
さ
ん
51
歳
）

▼
そ
ろ
そ
ろ
味
覚
嗅
覚
は
回
復
し
た
で
し
ょ
う
か
？

〝
み
の
り
の
秋
〞
の
、
美
味
し
い
も
の
を
美
味
し
く
食

べ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
！

▼
高
砂
ユ
リ
で
し
ょ
う
か
？  

最
近
は
本
当
に
た
く
さ

ん
咲
い
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す
ね
。
暑
い
中
、
凛
と

し
た
姿
で
咲
い
て
い
て
、
こ
ち
ら
も
背
筋
が
伸
び
る

よ
う
で
す
。
秋
ま
き
種
子
の
生
育
は
種
蒔
き
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
大
き
く
影
響
し
そ
う
で
す
ね
。
よ
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
蒔
け
ま
す
よ
う
に
。

▼
今
年
の
夏
は
台
風
も
来
ず
、
大
雨
も
な
か
っ
た
の

で
ど
こ
も
生
育
が
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か

…
し
か
し
、
土
佐
甘
と
う
、
全
体
と
し
て
は
出
荷
量

も
消
費
量
も
少
な
い
品
目
で
す
か
ら
、
今
年
の
こ
と

で
め
げ
ず
に
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

（
汗
）
目
指
せ
、
消
費
拡
大
！

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
も
で
き
ず
、
今
は
た
だ
、
食
べ
る

こ
と
と
字
を
書
く
こ
と
し
か
楽
し
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
の
お
寿
司
の
作
り
方
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
、
早
速
作
っ
て
食
べ
ま
す
。
花
ニ
ラ
の
酢
み
そ
和

え
も
作
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
楽
し
み
（
酢
み
そ
和
え

も
大
好
き
で
す
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
斗
賀
野
支
所
管
内
・
I
さ
ん
78
歳
）

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
の
お
寿
司
、
私
は
正
月
に
冷
凍
物
で
作

り
ま
す
が
、
イ
ノ
シ
シ
に
や
ら
れ
て
少
し
に
な
り
ま

し
た
。
今
も
作
物
取
ら
れ
て
大
変
で
す
。

（
伊
野
支
所
管
内
・
U
さ
ん
61
歳
）

畑
に
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
を
植
え
て
あ
る
の
で
お
寿
司
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

（
戸
波
支
所
管
内
・
O
さ
ん
63
歳
）

よ
う
か
ん
大
好
き
で
す
〝
お
い
し
そ
う
で
す
ネ
。
近

く
な
ら
と
ん
で
買
い
に
行
き
た
い
で
す
。
あ
れ
ほ
ど

用
心
し
て
い
た
の
に
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
家
族
６
人
中
５
人
が
な
り
ま
し
た
。
味
も
し
な

く
て
臭
い
も
な
く
て
、
何
を
食
べ
て
も
美
味
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
毎
日
果
物
を
食
べ
て
い
ま
す
。
ス
イ
カ
、

ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
。
早
く
完
治
し
て
（
今
は
陰
性
に

な
っ
て
い
ま
す
）
美
味
し
く
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
伊
野
支
所
管
内
・
O
さ
ん
73
歳
）

▼
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
も
う
３
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す

ね
。
ど
う
に
か
工
夫
を
し
て
、
家
の
中
で
楽
し
く
過

ご
す
よ
う
に
し
て
も
、
も
う
限
界
が
近
い
で
す
ね
…

料
理
は
気
分
転
換
に
も
な
り
ま
す
し
、
何
よ
り
美
味

し
い
も
の
が
で
き
る
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
っ
て

こ
い
で
す
！  

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
の
お
寿
司
は
食
べ
る
け

ど
、
作
っ
た
こ
と
の
な
い
お
寿
司
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？  

身
近
に
あ
る
食
材
で
す
が
、
つ
い
つ
い
酢
の
物

と
か
煮
物
に
入
れ
る
簡
単
料
理
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
は
冷
凍
し
て
も
食
味
が

変
わ
ら
な
い
の
で
、
お
正
月
に
も
美
味
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
ね
♪

我
が
家
、
今
、
野
生
の
（
？
）
鉄
砲
ユ
リ
が
咲
い
て
い

ま
す
。
以
前
な
か
っ
た
け
ど
、
種
を
道
路
ぶ
ち
に
あ

る
の
を
少
し
い
た
だ
き
、
庭
に
ま
き
散
ら
し
た
ら
、

数
年
で
何
十
本
も
白
い
花
を
つ
け
ま
し
た
。
毎
日
眺

め
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
、
秋
ま
き
種
子
を
う
え
る

の
で
す
が
、
こ
の
暑
さ
に
生
え
る
の
か
心
配
で
す
。

（
吾
北
支
所
管
内
・
K
さ
ん
70
歳
）

今
年
初
め
て
土
佐
甘
と
う
を
栽
培
。「
と
さ
の
う
と
」

か
「
こ
う
ぐ
り
」
を
見
て
面
白
そ
う
と
思
っ
た
が
、

な
ん
と
品
が
多
す
ぎ
て
す
ご
く
安
い
と
の
事
。
も
っ

と
も
っ
と
出
荷
を
多
く
し
た
い
と
書
い
て
い
た
の
に
、

ナ
ニ
サ
〜
！！  

だ
ま
さ
れ
た
気
分
。
ア
〜
ア
。

（
伊
野
支
所
管
内
・
K
さ
ん
68
歳
）

待
っ
て
た
よ
　
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
や
っ
と
鳴
く

（
新
居
支
所
管
内
・
T
さ
ん
73
歳
）

出
せ
出
せ
と
い
つ
も
考
え
パ
ズ
ル
脳
ト
レ

（
戸
波
支
所
管
内
・
T
さ
ん
89
歳
）

今月の川柳

お
た
よ
り
イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

（
日
高
支
所
管
内
・

  

S
さ
ん
・
68
歳
）

（
伊
野
支
所
管
内
・

 

K
さ
ん
・
71
歳
）


